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関，特に CO2 排出量が少なく燃費性能の優れたディーゼルエンジン車に着目し，CO2 削減に取り組む．その
ためには，酸素過剰領域での NOx 還元触媒が必要である． 
本研究の目的は，MmPd 系水素吸蔵合金が排ガス中の酸素過剰領域で，水素の出入りにより NOx 還元する新
規 NOx 還元触媒としての可能性について議論する． 
[実験]  
本研究では，MmPd が結晶格子内に貯蔵していた水素により NOx 還元する水素吸蔵合金なのか，排ガス
中の水素を利用し NOx 還元している新規 NOx 還元触媒なのかを調査する．そのために PCT 装置により水
素吸蔵処理した MmPd の単純排ガス環境下（NO：2,000ppm、H2：2,000ppm、O2：40,000ppm）での
















MmPd は水素を吸蔵する能力があり，最大水素含有量は 25.3ml であると観察される．（図 1） 
また，継続的な NOx 還元反応が観察される．（図 2）NOx 還元に利用された水素量が MmPd の水素貯蔵量
よりも多いことから， MmPd の新規 NOx 還元触媒としての可能性を確認できた．また，NO に対して 20
倍存在する酸素と反応することなく，極めて高い選択性を持って水素は NO を還元していることが注目され
る．この特性を活かして実用的なディーゼル新規 NOx 還元触媒を開発していきたい． 
本研究では，自動車触媒としての可能性を高めるため，一般的な自動車触媒である Pd/Al₂O₃の NOx 還元反
応にも取り組んでいる． 
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図 1. MmPd の水素圧力における水素含有量 図 2. ガス浄化反応 
